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ド
ラ
ム
缶
か
ら
作
ら
れ
る
打
楽
器
で
、
軽

や
か
に
は
ね
る
マ
レ
ッ
ト
（
バ
チ
）
に
よ
り
、

透
き
通
っ
た
爽
や
か
な
音
色
を
奏
で
る
ス
テ

ィ
ー
ル
パ
ン
。
そ
の
独
特
の
優
し
い
音
は
、

演
奏
す
る
人
も
聴
く
人
も
笑
顔
に
し
て
く
れ

気
な
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
平
成
25
年
に
本
県
で
開

催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
に

も
出
演
。
20
人
の
メ
ン
バ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
で

迫
力
あ
る
演
奏
を
始
め
る
と
、
あ
っ
と
い
う

る
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
音
色
に
引
か
れ
て
集

ま
っ
た
仲
間
で
つ
く
るTropicarib

。
甲

州
市
を
活
動
拠
点
に
小
学
生
か
ら
年
配
者
ま

で
と
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
し
て
い
る
バ

ン
ド
で
す
。
率
い
る
珠
さ
ん
は
、
平
成
17
年

に
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
発
祥
の
地
で
あ
る
カ
リ

ブ
海
最
南
端
の
島
国
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
共
和
国
で
、
現
地
の
バ
ン
ド
に
入
っ
て
コ

ン
テ
ス
ト
で
１
位
に
輝
く
な
ど
第
一
線
で
活

躍
す
る
演
奏
者
。
県
内
で
演
奏
し
て
い
る
方

は
少
な
い
の
で
、「
私
た
ち
の
活
動
が
ス
テ

ィ
ー
ル
パ
ン
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
練
習
に

も
力
が
入
り
ま
す
。

　
「
バ
ン
ド
の
み
ん
な
が
一
番
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
笑
顔
で
す
ね
。
ス
テ
ィ
ー
ル
パ

ン
は
み
ん
な
で
ノ
リ
よ
く
楽
し
む
音
楽
。
お

客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
う
に
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
が
楽
し
ま
な
く
て
は
」
と
、
練
習
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
笑
顔
と
元

　
パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
が
魅
力
の
ゴ
ス
ペ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
思
い
を
の
せ
た
歌
は
聴
く
人

を
引
き
込
み
、
心
に
深
く
響
い
て
き
ま
す
。

　
「
ゴ
ス
ペ
ル
は
ソ
ウ
ル
フ
ル
な
も
の
が
凝

縮
さ
れ
て
い
て
、
聴
い
て
い
る
と
自
然
と
涙

が
出
て
く
る
よ
う
な
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
音

楽
で
す
。
も
と
も
と
楽
譜
は
な
く
、
歌
だ
け

で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
私
た
ち
も
楽

譜
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
心
で
歌
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
Ｍ
ａ
ｍ
ｉ（
マ
ミ
）
さ
ん
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
に
活
動
拠
点
を
置
く

Befree

の
メ
ン
バ
ー
は
、
中
学
生
か
ら
50

代
ま
で
の
26
人
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
３
組

の
親
子
も
い
ま
す
。「
年
代
に
関
係
な
く
同

じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
の
は
ゴ
ス
ペ
ル
な
ら

で
は
。
26
人
で
歌
え
ば
、
思
い
も
喜
び
も
26

倍
で
す
」
と
そ
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
出
演
、

学
校
で
の
公
演
や
病
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
演
な
ど
活
動
の
幅
は
広
く
、
昨
年
は
県
民

文
化
祭
「
ゴ
ス
ペ
ル
＆
ア
カ
ペ
ラ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
で
ト
リ
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
東
京
・
原
宿
で
単
独

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。「
私
た
ち
の
歌
を
聴

間
に
会
場
全
体
が
陽
気
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
然
と
笑
顔
に
。

「
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
盛
り
上
が
れ
る
ス
テ

ー
ジ
は
演
奏
し
て
い
る
私
た
ち
も
と
て
も
楽

し
く
、
出
演
す
る
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
に
も
ま

と
ま
り
が
出
て
、
さ
ら
に
い
い
音
色
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
の
心
に
伝
わ
る
音

楽
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
飛

び
切
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

く
た
め
に
多
く
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
は
、
大
き
な
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
の
目

が
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
自
信
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
」
と
充
実
感
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

で
語
り
ま
す
。

　

目
指
す
は
「Befree

に
し
か
歌
え
な
い

歌
を
届
け
、
ま
た
聴
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」。
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
今
日
も
魂
の
叫

び
を
歌
い
上
げ
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る「
国
民
文
化
祭・や
ま
な
し
２
０
１
３
」。全

国
か
ら
参
加
者
を
迎
え
る
本
県
で
は
、多
彩
な
文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い

ま
す
。今
回
は
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
バ
ン
ド「
珠 w

ith Tropicarib

」と
、ゴ
ス
ペ
ル

ク
ワ
イ
ヤ（
合
唱
団
）「Befree G

ospel Choir

」を
紹
介
し
ま
す
。ど
ち
ら
も
グ

ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

文
化
系
サ
ー
ク
ル

文
化
系
サ
ー
ク
ル

元気に
がんばる

256 日

平成25年1月12日～11月10日

開幕まであと

（平成23年4月1日現在）

みつめる こえる つなげる

独
特
の
優
し
い
音
色
で

演
奏
す
る
人
も
聴
く
人
も
笑
顔
に

心
に
響
く
パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
に

26
人
の
思
い
を
乗
せ
て

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
バ
ン
ド

「
珠 w

ith Tropicarib

」

ト
ロ
ピ
カ
リ
ブ

た
ま
き

Befree G
ospel Choir

ビ
ー
フ
リ
ー

ゴ
ス
ペ
ル

ク
ワ
イ
ヤ

テーマ
文化の風とあそぶ

　山梨には素晴らし
いゴスペルクワイヤ
がたくさんあります。国民文化祭の舞
台は、山梨の文化の魅力を広く伝える
チャンス。私たちもそのステージに立
って歌うことが目標です。一緒に山梨
の文化を盛り上げていきたい。

Mam iさん

ゴスペルをはじめ
山梨の文化の魅力
を伝えるチャンス

国民文化祭開催に向けて

　選定されたイメージソング
は、プレイベントやPRキャンペ
ーン、さらに大会の開会式な
どで使用する予定です。

募集期間
　5月1日～6月30日
選考
　事前審査（テープ審査）
　最終審査（公開コンテスト）
賞
　最優秀賞 １作品 50万円
　優秀賞　 若干 10万円

マスコットキャラクター
「カルチャくん」

イメージソング
を募集します

18ふれあいふれあい19

たたく場所によって
音程が変わります。

26人のメンバーで、一人一人が思いを込めて歌い上げます。

詳細はホームページ
をご覧ください。

第28回国民文化祭・やまなし2013

　国民文化祭の舞台
にTropicaribのメ
ンバー100人で出演するのが目標で
す。山梨の魅力とスティールパンの楽
しさを、唱歌「ふじ山」を通して県内
外の多くの方たちに伝えたい。

      珠（TAMAKI）さん

100人の演奏で
山梨の魅力を
アピールしたい

国民文化祭開催に向けて


